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項目数 № 分野 重点 関係 評価項目・取組内容 達成 状況 取組状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 精道小学校
自ら学び、自ら
歩む　心豊かな
子の育成

（１）「安心・安全」な学
校づくりの推進
（２）共感的な子ども理
解にもとづく生徒指導
の充実
（３）資質・能力を育む
主体的・対話的な深い
学びの創造
（４）現代的な諸課題
にも対応する教育課
程の編成と改善
（５）たくましい心身を
育む体力づくりと健康
教育の充実
（６）防災教育を柱とし
た、命と人権を大切に
する心の教育の充実
（７）主体的・自発的な
児童活動の充実
（８）保護者・地域と連
携した特色ある開か
れた学校経営の推進

2 1 授業研究 1

・対話を通して、子
どもひとりひとりが
生き生きと学び、
深い学びを生む授
業を目指した。そ
のため、児童の学
習意欲を高めるこ
と、肯定的な教室
の文化を作ること
に留意した。

B

・外部講師を招聘して
の授業研究会を行う
ことができた。また、
学年団で授業研究を
行い、一人一授業の
実践を行うことができ
た。
・研究テーマを追究す
るため、各学年での
「聴き合い・学び合
い」の授業実践交流
を継続におこなった。
・次年度も、主体的対
話的で深い学びの研
究を軸に、本校の課
題にあった講師に指
導を依頼する。

・対話を軸に研
究を進めてい
るが、対話そ
のものが目的
化してしまう傾
向にあったた
め、来年度は
児童の疑問か
ら対話を促す
授業づくりを研
究する。
・教員評価よ
り、いわゆる
「深い学び」の
達成に課題が
あるとなったた
め、新学習指
導要領を見据
えた「深い学
び」について、
さらなる研修を
進めていく。

保護者評価と
教職員評価の
連動も含めて
学校運営協議
会等地域評価
と合わせて協
議された。来年
度は児童の思
いも反映でき
るような実施方
法も検討して
いく。

・探究的な学
びの充実が今
後の課題とし
て挙げられ
た。・地域や保
護者による支
援活動によっ
て学びが豊か
になっているこ
とが評価され
た。・震災から
30年を迎える
中で、行事の
意義を再確認
し、命の尊さを
学ぶ教育とし
て継続する必
要性が共有さ
れた。・教職員
の働き方改革
について教育
の質を維持し
ながら、教職
員の負担軽減
を図る工夫を
検討していく重
要性が共有さ
れた。

人権教育
の推進

2 宮川小学校

学校教育目標
『共に生き　自
ら学び　創造す
る子ども』の育
成　～笑顔を育
てる～

１　地域力を活用し、
学校情報発信(学校
HP・学校だより等)に
よる信頼関係構築
２　基礎的・基本的な
知識技能を習得し、対
話を重点にしながら、
自ら進んで学ぶ子ども
の育成（関り合い、学
び合う子どもの育成)
３　いのちと人権を大
切にする心の教育の
充実

2 1 学校運営 1
地域に信頼される
学校づくり

B

学校ＨＰや学校だより
において、学校の様
子を保護者や地域の
方々に公開すること
ができた。校外学習
や宿泊行事など、普
段と違う様子も見てい
ただけるようにした。
登下校の見守りや
ブックマーム等、ふだ
んから多くの方々に
お世話になっていると
いうことを全校朝会な
どで子どもたちに紹
介する取り組みを
行った。今年度の宮
小ふれあい祭りは、
児童主催として子ども
たちが手作りのお店
をだし、地域の方をお
招きし楽しんでいただ
いたり、交流給食をし
たりと本校ならではの
取組が実施できた。

地域の方が見
守りに立ってい
たり、学校と連
携してふれあ
い祭りなどを
行っていたりす
ることを知らな
い保護者も多
い。今後も、学
校から保護者
への啓発を続
けていく。ふれ
あい祭りでは
子どもたち主
催ということで
とても楽しい時
間だった。地域
としても地域か
ら出せるお店
を協力すると
いうご意見もい
ただいた。

・保護者アン
ケートの結果
を集約・分析
し、次年度の
実践に生かそ
うとしている。
・ミマモルメア
ンケートによる
回答と紙媒体
での回答と保
護者が都合の
良い方を選べ
るようにしてい
る。回答率は
昨年に引き続
き７０％を超え
ており、来年度
も続けていく。

・学校行事を通
して、子どもた
ちの育成に尽
力している。
・子ども一人一
人が色々な場
面で生き生き
と活動してい
る。
・保護者ボラン
ティアによる美
化活動がすご
く良い。
・子ども主催の
ふれあい祭り
の行事はとて
も楽しい時間
だった。子ども
たちの発想の
素晴らしさに感
心した。
・「笑顔が一
番！宮川小」
の合言葉が児
童にも浸透し
ており、学校が
明るい。

学習指導

3 山手小学校

学校教育目標
「自ら考え　判
断し　創造する
子の育成」を実
現するために、
「考え　判断
創造」のどの行
動においても、
「相手のことを
考える」を基準
に置いた行動
ができる子ども
の育成に努め
る。

1　相手意識をもった
「きく（聴く・訊く）」こと
ができる子どもの育成
2　互いに認め合い、
共に生きる子どもの育
成
3　自ら考え、正しく判
断し、行動できる子ど
もの育成

2 1
学力の
向上

1

・子どもの「きく」力
をつける。
・課題解決に向け
た効果的な学習活
動となる手立てを
考える。

B

・「きく」力について、
各学年の実態を把握
し、そこから見えてき
た課題について、ど
のような手立てを講じ
て、指導するのかに
ついて授業推進委員
会で話し合いを進め
た。
　一人ひとりの公開
授業における指導案
に、「きく」力をつける
ための指導内容を記
載するとともに、教育
アドバイザーの多賀
一郎先生をお招きし
て研究会を実施した。
・「課題解決に向けた
効果的な学習」とは、
問題解決学習をどの
ように仕組むかであ
る。そのために、互い
に「ききあう」（聴く、訊
く）を中心にした授業
改善を継続的に行っ
た。

・「きく力」の段
階、「話す力・き
く力の１０か条」
「話す力・きく力
力をつけるため
の指導方法」な
どを随時更新
し、学校全体で
の共通理解を図
る。

・アンケートの
実施方法等に
ついては、特
に意見なし。

・今年度の取り
組みとして成
果がある自尊
感情を高める
取り組みにつ
いて、今後も充
実させていくこ
とが大切。
・先生がしっか
り子どもたち状
況に目を向け
ることで、子ど
もたちの様子
は変わってくる
ので、丁寧に
かかわっていく
ことを継続して
ほしい。

心の教育
の充実

3

今年度重点目標

令和７年度　学校評価　小学校結果　　
令和８年３月末　学校教育課まとめ

中期的目標
学校名№

表示以外
の

評価分野

学校関係者評価学校自己評価結果



4 岩園小学校

学び合い　支え
合い　関わり合
い　　　　～対
話あふれる場
の創造～

1子どもが主体的に取
り組む授業づくり
2確かな人権意識を・
感覚を身に付け、共
生社会の構築に向け
て、主体的かつ意欲
的に取り組む子の育
成
3自己肯定感を高め、
自分の夢や目標など
将来について考えら
れる子の育成
４自分で正しく判断
し、行動できる子の育
成

2 1

子どもた
ちが主体
的に取り
組む授
業づくり

1

１）個別最適な学
びの推進
２）探究的な学び
の推進
３）協働的な学び
の推進

B

1)オープンクラスウィー
クをおこない、教師が
互いに授業を見合った
り、日頃から授業につ
いて話したりする機会
を設けている。
２）一斉型の授業だけ
ではなく、子ども自ら課
題を選択したり、必要
に応じて周りの友達と
協力して学んだりする
など、子どもに委ねる
授業づくりに取り組ん
だ。それらを実践する
ためのミニ研修会や実
践交流を月１回程度実
施した。また、先進校の
教育実践視察を積極
的に行った。
3)ScTNを活用してクラ
ス全体の子どもたちの
学びに向かう主体性を
把握すると共に、配慮
が必要な児童への個
別の声掛けを行った。

・ミニ研修会やお互
いの授業を見合うこ
とにより教師が学び
合って授業力を向上
させようと取り組ん
でいる。委員会主催
の研修や校外研修
にも積極的に参加
し、自己研鑽を積む
ことができた。
・子どもが選択する
授業づくりをめざして
各学年に委ねる形
で実践を行った。年
度末に交流し、来年
度に向けて推進して
いく方向性を共通理
解できた。来年度
は、総合・生活科を
中心にサキドリ事業
も有効に活用しなが
ら今年度の研究をさ
らに深めていく。記
号接地やオーセン
ティックな学びをい
かにつくっていくか
がキーワードであ
る。

保護者・児童
からのアン
ケートを集計・
分析し、次年
度の課題を示
して教職員・保
護者に周知し
ている。教職
員アンケートで
部会ごとに分
析および新た
な方向性を示
し、業務改善
や校務分掌に
関わることなど
についても全
体の場で共通
理解している。

インクルーシブ教育
の推進を保護者へ
の啓発を含めて積
極的におこなってい
る。一斉型の指導だ
けではなく、子ども
達が自ら課題を見つ
け学ぶ「探究型の学
び」を意識して取り
組もうとしている。来
年度から取り組むサ
キドリ事業によって
子どもたちの主体性
の向上や対人関係
の向上が見込まれ
る。また、教員の余
白についても十分期
待できる。学校でお
こなっている教育実
践も随時HPで発信
している。

互いに認
め合い、
尊重し、関
わり合う良
さが感じら
れる学級
づくり

5
朝日ケ丘小学

校

「共に学び　支
え合う子ども」
の育成

1 教育の基礎基本を
大切にして、安心し、
落ち着いて過ごせる
学校にする。
２ 学び合い、支え合
いを大切にできる学
校をつくる。
３ 一人ひとりをかけが
えのない存在として認
め、その良さや可能性
を伸ばし、自尊感情を
高める。
４ 体験活動や読書を
大切にし、心豊かな子
どもを育てる。

2 1
学習指
導

2

・教師は児童が共
に学び合い支え合
うために「聴き合い
の輪」を意識した
授業を行っている
か。
・学び合う環境づく
りを一層充実させ
るために、学習規
律の保持と、信頼
関係の構築された
学級経営が行わ
れているか。

B

・年間３回の全校授業
研究会を実施。指導助
言講師の指導の下、授
業研究会を行った。
・全員が一授業公開を
し、授業力向上に努め
た。
・効果的な学習環境を
目指し、教職員が共通
理解し、学習規律の確
立につとめた。引き続
きノーチャイムを実施
し、児童が時計を見て
行動し、５分前行動が
定着している。

・全校保護者会
を年度の当初に
開催し、校長か
ら今年度の学校
の方針と取り組
みの状況を説明
している。
・学校の課題
（いじめの未然
防止等）につい
て、保護者と合
同で研修し、共
通認識を生むこ
とができた。

・令和８年１月
～２月に保護
者・児童・教職
員に１５項目の
アンケートを実
施した。
・児童・保護者
の評価の違い
について報告
した。

・人とのつなが
りや体験活動
から学ぶ機会
を豊富に設け
ている。
・教師が児童
のことを考え、
向上心を持っ
ていることがう
かがえる。
・超過勤務の
増加について
対策が必要。
特に学習指導
以外の業務の
削減に取り組
むことが求めら
れる。

体験活動
の

充実

6 潮見小学校
学び合い、支え
合う　心豊かな
子どもの育成

1　思いやりのあるや
さしい子の育成～あい
さつ・言葉・助け合い
～（多文化共生教育
の充実）
2　思いや考えを聴き
合い、学び合う子ども
の育成～一人ひとり
の学びに寄り添って～
3　家庭、地域との連
携を深め安全・安心な
学校運営の実施

2 1 教育課程
1
と
2

①全教員による授
業開会及び2回の
全校授業研究会
の開催
②なかよし（縦割
り）活動の研究
③外国にルーツの
ある子どもたちへ
の日常的な教育活
動の充実
④PTAによるサ
ポーター制の導入

B

①聴き合える子どもを育てる
ためにペア・グループを活用
し、子どもたちの関係をつな
ぐことを切り口に授業研究を
行った。幼稚園教諭とも教材
研究を行ったり、事前事後研
究会での協議を深めたりする
ことで、より研究テーマに沿っ
た取り組みを行うことができ
た。
②縦割り班の編成、児童会
役員の公約の取組、図工展
の全校作品の制作、各委員
会による全校朝会での生活
の話などの活動をすることが
できた。また、就学前施設と
の交流も多学年で実施するこ
とができ、同年代同士では見
せることのない姿を見ること
ができた。
③児童生徒支援教員を中心
に全教職員で日本語指導の
充実を図るための体制づくり
やこくさいルームの環境整備
等に取り組むことができた。
④学年や学校からの要望に
応じ、児童の活動に保護者も
参加しながらサポートくださる
ことにより、学校の現状を
知ってもらう機会となり、更な
るサポート内容を考えるきっ
かけとなった。

多くの専門家（大学
教授等）や地域の方
が来校され、学校の
様子を参観し、意見
を聞く機会を設ける
ことができた。
なかよし（縦割り）活
動については、掃除
をなかよし班で行う
ことで、日常的な異
学年活動が実施で
きた。
外国にルーツのある
子どもたちへの支援
は、研究したことを
校内で共有すること
で、一人ひとりに
あった学びの充実に
つなげていく必要が
ある。
PTAを通じて、保護
者の方、地域の方の
児童の学びへのか
かわりが増え、学校
を知ってもらう機会と
なった。
今後も、積極的に学
校や子どもの様子を
見てもらい、対話す
ることで、学校運営
に生かしていくこと
が大切である。

教職員による
学校評価、保
護者によるア
ンケートに加
え、児童の振り
返り、各行事ご
とに実施した
保護者からの
アンケート調査
と学校関係者
評価委員会等
で意見を聞い
て総合評価を
した。

多くの方に、来
校していただ
き、子どもたち
の学校における
様子について幅
広く意見を聞
き、学校・保護
者・地域と連携
しながら子ども
にとってより良
い教育活動を進
めていく。

防災・安全
教育



7 打出浜小学校

〇学校教育活
動全体を通じ
て、命を尊び人
権を大切にす
る心や規範意
識を育てる。
〇すべての児
童が自らを高
め、支えあうこ
とができる学級
（学年）づくりに
取り組む。

1打って出る力（打出
力）パワーアップ！
「やるきいっぱい！」
「えがおいっぱい！」
2自ら進んで行動しよ
う！「やってみよう！」
3進んであいさつしよ
う！「おはよう」「さよう
なら」「ありがとう」

2 1
教育課
程

1

・ICT機器を用い
て、子どもたちが
互いに教えあう場
面を増やす。
・子どもたちの学
ぶ意欲を高める授
業づくりを工夫す
る。
・授業改善により
生じた時間を、子
どもたちに向き合
う時間にする。

B

・ICT機器を活用し
て、調べたことをグ
ループや全体で共有
しながら学びを深め
た。
・児童の実態を踏ま
え、成長段階に合わ
せて、委ねる授業を
テーマに実践研究を
実施した。
・休み時間等を利用し
て、一緒に遊んだり、
イベントを企画したり
することで児童と関わ
る時間を増やし、信
頼関係を深めた。

・タブレットを使
いこなしたり、
キャリア教育、
異学年との交
流、委ねる授
業など、子ども
たちに寄り添う
教育の姿が見
られる。
・学校は、子ど
もたちのため
に力を尽くして
いる様子を感
じる。図工展の
見学では、学
校生活での楽
しい様子が伺
えた。

保護者を対象
としたアンケー
トを年１回、大
きな行事毎に
保護者アン
ケートを実施し
ている。また、
学校運営協議
会員にも年１
回アンケートを
実施しており、
資料収集は十
分行われてい
る。

子どもたちが
安心して学校
生活を送り、学
習や行事に意
欲的に取り組
める教育活動
が行われてい
る。また、自由
進度学習の中
で児童が主体
的に学ぼうと
する姿が見ら
れる。さらに、
地域との交流
を考え、行事
の時の声かけ
があり、学校に
親しみを感じ
る。

生徒指導

8 浜風小学校

全教育課程を
通して「自ら学
び　共に生き
創造する子」の
育成に努める。

1　学び合う子の育成
2　お互いに認め合
い、共に生きようとす
る子の育成
3　主体的に創り出し、
活動できる子の育成

2 1
学力の
向上

1

・授業やスキルタイ
ムの中で、基礎学
力の定着・向上を
図る。また、タブ
レット有効活用の
研鑽を積んでいく。
・「相手意識」を
持った言語活動を
中心に授業を組み
立て、「学び合う」
学習環境を整える
中で、主体的・対
話的で深い学びに
取り組んでいく。
・より本に親しむ子
を増やすべく、読
書活動の推進をお
こなう。

B

・保護者アンケートだけで
なく教職員アンケートにお
いても、基礎学力の定着
については、昨年度から
若干評価が下がってい
る。すべての学習の礎な
ので、来年度も引き続き
基礎学力の定着に力を入
れていく。タブレットの活
用については、本年度の
授業研究推進の重点目
標の一つとして取り組ん
だ。活用率は市内の他の
学校と比べても高い。
・学び合うことを意識した
授業改善を進め、土壌を
作ることで、主体的に学ぼ
うとする児童が増えてき
た。
・図書室の本の年間一人
当たりの平均貸出し冊数
はシステムの入れ替えや
蔵書点検で少し下がっ
た。しかし、司書補の読み
聞かせなど多くの工夫を
取り入れているので今後
も継続して取り組んでい
く。タブレットが当たり前に
なっているせいか、学校だ
けでなく家庭において本
を手に取る子どもは決し
て多いとは言えないことは
課題である。

・今後も、子ども
の状況理解を
しっかりと把握し
た上で、子ども
たちにとってわ
かりやすい授業
をおこなってほ
しい。
・読書は子ども
時代に習慣化さ
せておきたいの
で、小学校での
取り組みが重要
である。読み聞
かせ活動などの
取り組みを行
い、読書好きの
子供を育ててほ
しい。
・SNSについて
は、学校の指導
だけでなく、家
庭での教育も大
切である。来年
度も保護者向け
の情報モラル研
修を実施してい
ただきたい。

・保護者アン
ケート・教職員
アンケートの結
果及び分析を
もとに、学校関
係者にご意見
をいただき、評
価を行ってい
る。

・高い評価が
維持されてい
る。特に「学校
は、子どもに
とって楽しみな
ところである」
の高評価が今
後も維持でき
るよう、取り組
んでいただき
たい。回答率も
７０％以上と昨
年度より上
がっているが、
まだ、紙媒体
での依頼であ
ることから来年
度以降、電子
での回答にし
ていきたい。

心の教育
の充実


